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自治体観測点を対象とした最大加速度比と卓越周期を用いた         

加速度応答スペクトル推定手法の検討 

-地殻内地震を対象として- 
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要 約 

本論文では地殻内地震において自治体観測点で消失した地震波形の加速度応答スペクトル

を推定するために、従来の研究で用いられている最大加速度比に加え、地震動スペクトル

の卓越周期と構造物の固有周期との関係を考慮した応答スペクトル推定手法を提案した。

加速度応答スペクトルを推定したところ、最大加速度比、卓越周期と構造物の固有周期と

の関係をパラメータとした推定式を用いた場合、最大加速度比のみの式に比べて、推定値

と観測値の相関が高く、スペクトル形状もおおむね評価することができた。 
 

キーワード： 最大加速度比、卓越周期、加速度応答スペクトル、自治体観測点、地殻内

地震 

 

 

 

 

 


